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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 防災用品の斡旋 決算額

視点

事業名 阿東地域再生計画策定委員会の設置 決算額

視点

事業名 自主防災編成委員会 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

〇

〇

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制 （今後に向けて）

阿東地域自主防災会の編成に向け編成委員会を７回開催し、規約等の整備を行った。
２７年度は総会承認後、自主防災計画を策定し実施する

阿東地域再生計画策定委員を選出し阿東の課題抽出、課題解決の話し合いをした。また自主防災
会の立ち上げのため会議、図上訓練等を行った。

４，５４８，３０５円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1人　事務局員６人

（運営費の主な内容）事務局人件費

（成果・評価）　年間を通じて滞りなく事務局運営をおこないました

③
阿東地域自主防災会立ち上げの準備

３１，６００円

検証（成果、来年度以降への改善点等）

災害を受けた地域の購入が多く８３個の斡旋であった。今後は阿東地域自主防災会で必
要に応じ検討していく。
阿東地域再生計画策定委員会を２６年１２月に設置し、４回の会議を行った。２７年９月を
目途に地域づくり協機会長へ答申する。

阿東地域づくり協議会

美緑（みりょく）あるまちづくり、考えてみよういね、やってみよういね

①
防災意識の啓発

２１，０６０円

②
まちづくりの方向性を住民自らが話し合う阿東地域再生計画策定委員会の設置

５１，４７８円



（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）平成２７年１月２１日

（参加人数）２０人

（成果）多くの会員と意見交換ができた。

（評価）各団体との交流と相互協力、親睦ができた。

（今後に向けて）今後の活動内容を検討したい

（成果）徳佐地区全戸に配布した

（評価）徳佐地区の住民に情報提供できた

（今後に向けて）年２回発行したい

地域振興活動推進（徳佐まちづくり部会全体会議）

１２，３９４円

（実施内容）各団体との交流会

（今後に向けて）今後も続けていきたい

広報活動（徳佐地域づくりだより）

５９，４００円

（実施内容）徳佐の広報誌を年２回発行した

（実施時期）２６年１０月、２７年２月

（参加人数）約２，３００人

１５，０００円

（実施内容）小中学生に夢のふるさとを描いてもらった

（実施時期）平成26年７月

（参加人数）６４人

（成果）生徒の皆さんが喜んで描いた

（評価）夏祭りで展示でき多くの人に絵を見てもらえた

（実施時期）　平成２６年８月１４日

（参加人数）　約７００人

（成果）無事事故もなくできた。若者のスタッフ協力もあった。

（評価）たくさんのスタッフ参加で雨が降ったが成功だった。

（今後に向けて）２回、３回と続き、益々盛り上がるお祭りにしたい

ふれあい推進活動（夢あしたのふるさと　小中学生夢の絵）

よりスムーズに運営できるようにします

ふれあい推進活動（徳佐夏まつり）

２５０，０００円

（実施内容）盆踊り、花火打ち上げ、



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

１００，０００円

（実施内容）JR長門峡駅広場にてＳＬやまぐち号の乗客に対してお祝いをする

（実施時期）平成２６年８月２３日

（参加人数）５０人

（成果）長門峡駅で大正時代に実際行われていたホラ貝で早籠を呼ぶことを再現し、乗
客に楽しんでもらった。

（実施時期）平成２６年１０月２５日～１１月２４日

（参加人数）１７００名

（成果）合計来場者数が１７００名あり、主催者も驚いた。

（評価）集客数が１７００名というのは本家の中原中也記念館に引けをとらない程の集客
数であったので、成功したと考えられる。
（今後に向けて）地域産の食材などを使った出店が出来、地域の活性化になるようにし
たい。

山口線全線復旧開通イベント

（成果）タイミングが良く紅葉のピークと重なり、多くの観光客が来場するのに併せて出
店となった。
（評価）当初は地域の特産品や地域の食材を使った出店を予定していたが、市内の業
者による出店となった。
（今後に向けて）地域産の食材などを使った出店が出来、地域の活性化になるようにし
たい。

中原中也と長門峡展

200,000円

（実施内容）中原中也が詩にも謡った「長門峡」にて観光客が集中する紅葉期に作品
展示等をし、長門峡を新たな角度でPRする。

（今後に向けて）観光客の動向を観察しながら、阿東内の回遊につながるようにしたい

長門峡渓谷観光客増加促進事業

80,000円

（実施内容）実施主体の長門峡観光協会が出店者の募り、紅葉シーズンの賑わいの創
出するため、長門峡渓谷入口の用地を借り受けた。

（実施時期）平成２６年１１月４日～１１日

（参加人数）多数

１７５，９８１円

（実施内容）阿東の観光名所をマップ形式で作成　

（実施時期）平成２７年３月３０日

（参加人数）

（成果）道の駅願成就温泉の敷地内に看板を設置した。

（評価）昨年と同じ看板だが良い場所に設置できた。

地域振興活動推進（観光案内看板作成）



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　憩いの場として活用していただけるように、今後も整備していきたい。

生雲サマーナイトフェスタ

６０，０００円

（実施内容）　盆の行事として、帰省客と家族や地域の方たちとの交流の場で夜店やス
テージでの催し、打ち上げ花火

（実施時期）　平成２６年８月１４日（木）

（参加人数）　会員３０人、参加者約１，５００人

２１，５８７円

（実施内容）　グラウンドゴルフ大会、開園セレモニー、祝賀花見会

（実施時期）　平成２７年３月２９日（日）

（参加人数）　約９０人

（成果）　桜の園５か年計画の最終段階として、完成披露を行った。完成記念碑も設置
完了。
（評価）　まだ桜は開花していなかったが、今後地域住民の憩いの場として活用してい
ただけると思う。

（実施時期）　平成２６年６月１日（日）

（参加人数）　約３５０人

（成果）　たくさんの方の参加により、交流やふれあいが深まった。

（評価）　たくさんの方にご来場いただき、イベントは成功に終わった。

（今後に向けて）　もっと早めに準備をする。反省点を改善していきたい。

「桜の園」完成記念花見会＆グラウンドゴルフ大会

（成果）山口阿東の文学者氏原大作氏の名を今一度表に出すきっかけとなればと思う。

（評価）小説を書き、映画化されるなど現在でも難しいことをあの時代に成し遂げたこと
は大変素晴らしいことであり、現在もっと評価されても良いのではと思う。

（今後に向けて）まずは地域から氏原大作の事を学び、その情報を共有しあうことで地
域コミュニティーの構築に繋がるのでないかと考える。尚、写真などの大切な資料もきち
んと集め直すべきである。

生雲ふれあいフェスタ

１５０，０００円

（実施内容）　地域住民による演芸や、各種バザー

（今後に向けて）早籠は今後も何かの際にイベントで実施したい。

氏原大作史跡看板作成

48,600円

（実施内容）氏原大作史跡看板作成

（実施時期）平成26年中

（参加人数）

（評価）早籠は後にTVに取り上げられ話題になった。
山口高校徳佐分校の吹奏楽部の協力を得て、SLやまぐち号の到着時には演奏が流
れ、大変にぎやかであった。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（実施時期）平成２６年１０月　　　　　　　　　

（成果）当日は雨天での開催となったが、子どもから高齢者までの各世代が楽しめる催
しとなった
（評価）地域の伝統行事である蹴出し踊りを通じて各世代が故郷に誇りを持つ機会と
なった
（今後に向けて）次年度以降も継続した取り組みとして、事業を行い多世代交流の場、
伝統文化継承の場としての実施に取り組みたい

地福いきいきフェスタ

３０，０００円

（実施内容）地域内の６５歳以上の高齢者に対して敬意をこめてフェスタを開催した

（今後に向けて）　分館が行う事業と重複するものがあるので、生雲だよりで一緒に報告
してもらう方向で考えている。

夏祭り盆踊り大会の活性化

８０，０００円

（実施内容）夏祭り盆踊り大会の活性化として、新しい企画の検討による催し等実施した。

（実施時期）平成２６年８月　　　　　　　　　　

（参加人数）２００名　　　

４６，８７０円

（実施内容）　年２回の「生雲八景」の発行

（実施時期）　１０月，３月

（参加人数）

（成果）地域の皆さんに自治会及び地域づくりが何をしているか知ってもらえたと思う。

（評価）今回は題字を綺麗にデザインしていただいたので、今後は少し楽になると思う。

（実施時期）　平成２６年１２月３１日（火）～平成２７年１月１日（水）

（参加人数）　実施団体会員１４人、参加者約１００人

（成果）　帰省した若い人たちの交流の場にもなっていた。

（評価）　夕方天候が悪く参拝者が少なかったが、他地区からの参拝もあり、良い交流
が出来た。
（今後に向けて）　参加者は減少傾向ですが、若い人が楽しみにして来ているので、こ
のまま続けていきたい。さらなる内容の充実を図りたい。

広報紙発行

（成果）　特設ステージを作り、よさこいやダンスなどのパフォーマンスをした。

（評価）　悪天候で開催も危ぶまれたが、特設ステージにシートをかけるなどして対応
し、開催できた。

（今後に向けて）　早くから打ち合わせをし、趣向の変わったことをしたい。

新春交流会

２０，０００円

（実施内容）　年が変わる時にみんなでカウントダウンをし、くす玉、クラッカーを鳴らす。
くじ引き、お汁粉の振る舞い



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

（実施時期）平成２６年１１月　平成２７年２月　　　　　　　　　

（参加人数）２０名

（成果）地域内の若者世代に将来のふるさとのあるべき姿をイメージしてもらうことで、今
何に取組むべきかの意見集約を行うことができた

（評価）地域拠点トイトイに地域内の意見が集約する仕組みを作ることで、地域全体の
地域づくりビジョンを描くきっかけとなった

（今後に向けて）地域住民が主体的に取り組むことで、より効果的な地域づくりが実現
するよう　将来構想である夢プランを中心に地域の将来像を地域で共有する必要があ
る

地域リーダーの育成

（成果）地域住民が地福の魅力について再発見する機会となった

（評価）写真データを活用し、地元団体が地福の風景のカレンダーを作成し、地域外の
方や出身者にＰＲすることで地域の誇りづくりにつながった

（今後に向けて）インターネット等を活用し、広く地域の魅力を発信していきたい

夢プランづくりへの取り組み

２７，８００円

（実施内容）地福の将来構想である夢プラン作成のため、地域交流拠点として運営する
ほほえみの郷トイトイにて若者世代の意見集約等の学習会を開催した

（今後に向けて）高齢者世代から見た地域の良さを伝えるパンフレットに繋げていきたい

ふるさとカレンダー作成（風景写真のデータ化）

１２０，０００円

（実施内容）地福地区の四季折々の風景をカメラマンに撮影委託し写真、データ化した

（実施時期）平成２６年４月～平成２７年３月　　　　　　　　　

（参加人数）

５１，８８１円

（実施内容）母親世代を中心に、作成したパンフレットを増刷配布した

（実施時期）平成２６年８月　　　　　　　　　

（参加人数）１０名　　　

（成果）母親世代が改めて地域を知るきっかけになり、親子で地域内で楽しめるスポット
を発掘することができた

（評価）作成したパンフレットを配布することにより、地福の良さを知ってもらうきっかけに
なった。

（参加人数）１００名　　　

（成果）地域を支えてこられた高齢者の皆さんに感謝の気持ちを込めてフェスタを実施
したことで、地域内の各団体が協力し心のこもった取組となった。また保育園児、小中
学生の協力もあり地域での敬老意識の啓発に大きい成果が見られた。
（評価）地域が主体となった敬老行事の実施により、高齢者を地域で支える取り組みの
意識が高まった

（今後に向けて）地域の絆を深める取り組みとして、今後の継続を望む声が多くあった

地福パンフレット作成



事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費 20,000円　

（実施内容）　　阿武川の水源地として整備された『水出の泉』での「ほたる鑑賞会」を開
催。今年度は雨の為、嘉年分館で開催。嘉年婦人会・ＪＡ女性部の準備した料理を提
供した。

（実施時期）　　６月２１日

（実施時期）　　３月２３日

（参加人数）　　１人

（成果）地域行事参加・協力の感謝を示すことにより、今後も継続して行事参加してもら
えると考えている。地元の協力により掲揚場設置のための資材準備ができた。

（評価）　事業に参加しているという意識が芽生える。

（今後に向けて）掲揚場を設置し、地域行事等の周知等に活用していきたい。また、イ
ルミネーションや横断幕設置等用途を検討していきたい。次年度設置予定。

ホタル観賞会

（成果）　　嘉年地域のみならず阿東・旧山口全域に「かかし」の出品の呼びかけを行っ
た。前回に比べ出品数が増加し、２９作品（約６５体）の出品があった。
全般的に雨が多く、盆前から終了日までは多くの来場者があった。

（評価）　　高齢化等により出品を見送った自治会もあったが、周知・ＰＲを拡大した結
果、出品団体も増加し、概ね盛会であったと認められる。

（今後に向けて）　　人口減、高齢化等によりかかし製作も困難な自治会も出ているが出
品方法など工夫して継続することで自治会内の親睦も図れる。

かかし広場ポール

5,000円

（実施内容）かかし広場掲揚場設置のためのポール（２本）購入

（今後に向けて）地域づくりに主体的に参加する若者世代のネットワークを拡大したい

嘉年かかし祭り

６０，０００円

（実施内容）　　農作物の豊作や、交通安全などを祈願し、親睦を深めながら住民総参
加による明るい地域づくりを目指して実施
・作品展示～出品者が嘉年分館前広場に作品を展示（７月２７日）
・オープンニング行事～豪雨災害から１年を迎え、早期の復旧を願った県警音楽隊の
コンサートなど行った。

（実施時期）　　平成２６年７月２７日～８月３１日

（参加人数）　　延べ２，０００人

１００，０００円

（実施内容）次世代のリーダーとなる世代に地域づくりについての勉強会を実施し、地
域活性化のアイデアを企画実施した。今回はクリスマスフェステバル内での企画実現を
行った
（実施時期）平成２６年１２月　　　　　　　　　

（参加人数）１０名

（成果）地域のイベント等お手伝い感覚であった若い世代に地域づくりの取り組み等の
学習を実施したうえで、責任を持たせ企画を実施した

（評価）地域で実施しているクリスマスナイトフェスティバルの中で若い世代をターゲット
にした企画を次世代リーダーとなる世代が主体的に考え実施したことで今後の地域づ
くり人材育成につながった



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

54,726円

（実施内容）　　盆の８月１４日に地区民と帰省者等とのふれあい交流を進めるため夏祭
りを開催。

（実施時期）　　８月１４日

（参加人数）　　１００人

（成果）　　当日は雨模様だったが、約１００人の来場があり、盆踊り・住民総出の花火大
会で盛り上がった。

（評価）　　住民による手作りの夏まつりでふれあい交流を促進できた。

（実施時期）　　１０月１９日

（参加人数）　　３００人

（成果）　　今年度も昨年同様に４ブロック対抗を廃止し、参加できるもので当日紅白に
分かれての競技を行った。嘉年小学校の児童の減少から、小学校の運動会と合同で
開催し、世代を超えて運動会を楽しんだ。

（評価）　　高齢化により、参加者が少なくなると考えていたが多くの方の参加があった。
参加したい競技に出られるようにしたことから、気楽に１日を楽しく過ごしてもらうことが
できた。競技を通して地域住民の交流を図ることができた。

（今後に向けて）　　実施方法については好評だったため、今後は各部対抗の意識を薄
めて行く方向で検討する。

嘉年夏祭り

（成果）　　　グラウンドゴルフの用具購入　・クラブ・ボール６色セット　３セット　秋のグラ
ウンドゴルフ大会の実施

（評価）　　用具の購入計画を繰り上げて整備の進行を早めることとした

（今後に向けて）用具の心配がないことから日程が立てやすいため多くの参加者を見込
みたい。

嘉年ふれあい運動会

６０，０００円

（実施内容）　　地域住民の親睦を図るとともに、世代間交流を行い、地域の連携を図る
ことを目的として実施した。
　

（今後に向けて）今年度がはじめての事業だったが、検討を重ね、内容を充実していき
たい。

グラウンドゴルフ大会

144,165円

（実施内容）　　春及び秋の農繁期終了時期に地区全体に呼びかけてグラウンドゴルフ
大会を実施している。この大会は子供から老人まで参加できるところから、世代を超え
たふれあいの場とする。また、だれでもできる競技であることから参加者が多く盛況であ
るが、用具が不足して他地区から借り上げて実施している状態である。このことから、道
具を整備してより多くの住民にいつでも利用、参加してもらえるよう準備する。

（実施時期）　　１１月１５日グラウンドゴルフ大会　　１１月２５日・３月２５日用具購入

（参加人数）　　３２人　グラウンドゴルフ大会

（参加人数）　　３５名

（成果）雨の為、水出の泉での開催は中止になったが、予想を超え、３５名の参加者があった。

（評価）　　住民が集まれるイベントになった。



（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）参加者が多くなるような企画をしたい

三世代交流（婦人会見守り隊）

１６，８９１円

（実施内容）見守り隊の帽子の購入

（実施時期）年間

（参加人数）２０人

６３，０００円

（実施内容）「薬の知識」講演と健康体操

（実施時期）平成２７年２月２４日

（参加人数）６０人

（成果）３回目だが興味ある講演だった。

（評価）参加者も多く面白い説明で体を動かし豚汁もおいしく食べた

（実施時期）　　１０月２５日

（参加人数）　　８５人

（成果）　　・会場づくり　会場のテーブル上を小さな野の花で飾った。
・協議会委員等が玄関でお迎し歓迎した。
・嘉年地区住民による手作りの演芸会でお年寄りの心を和やかにできた。
・会終了後の見送り　演芸出演者が参加者を見送り、一人一人に声掛けを行った。

（評価）嘉年住民手づくりのおもてなしができた。

（今後に向けて）来年も続けたい。

健康づくり（健康づくり講演会）

（成果）勉強会を通して関心、輪が広がった。

（評価）将来の生活等の未来像が見えた。

（今後に向けて）実践を積み重ねていきたい

高齢者生きがいづくり

32,200円

（実施内容）　　地区を上げて敬老会への積極的な参加を呼びかけ、多くのお年寄りが
一堂に会し、演芸を通してふれあい、親睦を含め、生きがいづくりを推進した。

（今後に向けて）　　来場者を多くする為、次年度に向けて早めに取り組みを進めて行く
こととする。

高齢者福祉（福祉的生活向上研修会）

７，７６４円

（実施内容）地域全体の福祉的生活の向上を目指す。

（実施時期）平成２６年４月～２７年３月　　

（参加人数）　　　２５人　　



事業名

事業費

事業概要

（4）安心・安全）

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（成果）　プロジェクターを使っての講話でわかりやすかった。自主防災について意識を
高めることが出来た。

（評価）　案内配布が遅かったことと、地域の行事が重なったことで参加者が少なかった。

（今後に向けて）　日程の調整・声掛けなどをして、出席率を上げ、地域全体で自主防
災意識を高めていきたい。

集落点検活動の推進

５０，０００円

（実施内容）自主防災研修会の開催

（今後に向けて）自主防災組織の設立を願う。

自主防災研修会

２２，８２３円

（実施内容）　映像視聴と講話

（実施時期）　平成２６年１０月２６日（日）

（参加人数）　約２０人

132,878円

（実施内容）平成26年に豪雨災害が起きた広島市でも死者・負傷者の少なかった広島
市安佐北区へ行き、災害までにどのような取り組みを行ってきていたかを学び、地域の
自主防災組織設立のきっかけにする。

（実施時期）平成２７年２月２７日

（参加人数）１７人

（成果）参加者の防災に関する意識や防災組織設立の意識が高まったとともに、地域
の安心安全を考えるきっかけになった。

（評価）今回は自治会長及び代理者にての視察であったので、学んだことを各集落に
持ち帰ってもらい検討してもらいたい。

（実施時期）平成２６年７月１０日　　　　　　　　　　

（参加人数）　　８５人　　　　　　　

（成果）小学生と楽しく交流できた　

（評価）お年寄りの方と小学生　違う年代の交流ができた

（今後に向けて）皆さんの楽しみになるような会を続けたい

広島市災害地視察研修

（成果）揃いの帽子で見守り隊とわかる

（評価）月末水曜日　集団下校の見守りができた

（今後に向けて）今後も続けたい

三世代交流（婦人会三世代交流）

５３，５９６円

（実施内容）小学生、婦人会、障害者交流会



事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費 １７，７２３円

（実施内容）道路脇のポイ捨て防止、畑の土づくり

（実施時期）平成２６年６月～２７年３月

（実施時期）平成２６年７月

（参加人数）７か所

（成果）自治会に喜んでもらえた

（評価）注文が遅れ花の苗が少なかった

（今後に向けて）もっと多くの自治会に配りたい

環境啓発事業（自然を大切に守る事業）

（成果）生徒と住民の交流ができ一緒に作業ができた

（評価）清掃の意義やふるさとのしだれ桜を守っていこうという心の教育ができた

（今後に向けて）今後も続けたい

環境実践事（花いっぱい運動）

１０，０００円

（実施内容）　希望自治会に花の配布

（今後に向けて）清掃一斉日を決めて実施したい

環境啓発事業（小中学校奉仕活動支援）

１３，６２２円

（実施内容）阿東東中周辺のしだれ桜の枝の移動、雑草刈りと撤去

（実施時期）平成２６年６月１０日、１１月１１日

（参加人数）260人

３０，３０４円

（実施内容）交流センター周辺、徳佐小学校の清掃

（実施時期）平成２６年１１月２３日

（参加人数）約８０人

（成果）地域の環境整備、駐車場周辺の草取り、清掃ができた

（評価）自治会には国道脇広場の清掃もしてもらった

（実施時期）平成２６年１２月　　　　　　　　　　

（参加人数）２０名　　　

（成果）自治会連合会を中心に自主防災研修会を開催した

（評価）各自治会から参加があり防災危機意識の啓発に効果が見られた

（今後に向けて）地域内高齢化の現状から、地域内で防災意識を高め、災害時に実行
力のあるネットワークを構築することが急務である

環境啓発事業（クリーンキャンペーン）



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（今後に向けて）山口沿線の美化活動と合わせ、今後も継続した意識啓発が求められる

和田山公園整備

22,000円

２０，０００円

（実施内容）青少年健全育成連絡協議会における環境美化活動ならびに標語看板設
置による意識啓発

（実施時期）平成２６年６月、１０月、平成２７年３月　　　　　　　　　

（参加人数）環境美化　２０名、標語募集３０名　　　

（成果）国道チェーン脱着場のゴミ拾い及び地域内の小中学生による環境美化標語募
集により環境美化への意識が高まった

（評価）環境美化への取り組みは地域で安心して暮らすうえで不可欠であることから子
供から高齢者まで多世代にわたり環境美化意識を共有することができた

（実施時期）　１１月２３日（日）

（参加人数）　６人

（成果）　桜の園５か年計画の最終段階として、作業を進めた。

（評価）　参加者が少なく、また小学生も参加を募ったが参加なく、残念だった。

（今後に向けて）　３月下旬に花見会を予定。地域住民の憩いの場になるよう、今後整備する。

環境美化活動ならびに標語看板設置

（成果）　たくさんの方に参加いただき、綺麗にすることが出来た。

（評価）参加者が多く良かった

（今後に向けて）　高齢化が進み参加者も高齢の方が多いが、継続していくためにも若
い世代の参加を増やしていきたい。

桜の園づくり

１２０，０００円

（実施内容）　夏に草刈をし、９本のしだれ桜を植樹

（今後に向けて）ポイ捨て防止の啓発活動を今後もしたい

地域清掃活動

１３，７２０円

（実施内容）　環境衛生自治会と連携しての生雲小学校運動場や旧校舎跡地等、公用
地の除草・草刈作業を通して学校を支援

（実施時期）　平成２６年６月８日（日）、８月２４日（日）

（参加人数）　約１５０人（２回）

（参加人数）15人

（成果）ポイ捨て防止の啓蒙活動、減農薬で野菜作りができた

（評価）鳥居を作りたかったができなかった



事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）はやしだに必要な布等の購入ができた

（評価）盆踊りに必要な用具も購入できた

（今後に向けて）今後も続けたい

（今後に向けて）読み聞かせの技術を向上したい

伝統行事等の継承（はやしだ、市場踊り支援）

２０，０００円

（実施内容）地域に受け継がれている民俗芸能の支援

（実施時期）年間

（参加人数）３０人

４０，０００円

（実施内容）読み聞かせに使う大型絵本の購入

（実施時期）毎月第２、第４水曜日

（参加人数）６名

（成果）小学生のために喜ぶ絵本の購入ができた

（評価）大型絵本の購入で他地区に貸出ができた

（実施時期）平成２６年９月１３日　　　　　　　　　

（参加人数）　１２０人　　　

（成果）お寺の本堂での開催で多くの参加者があった

（評価）ピアノ演奏や童謡を歌って楽しい時間を過ごせた

（今後に向けて）継続して続けたい

子育て支援（読み聞かせ親子塾）

（成果）　　　公園全般の繁茂した草等を刈り払うことにより良い環境が保たれる。

（評価）　　公園の保全美化に役立つ

（今後に向けて）　　草等の刈り払いについては、勾配が急なところが多く高齢者には無
理がある。若者の参画を進めて行く必要がある。
桜の天狗棲病の広がりが大きいことから、年次計画を立て常時駆除整備を行う必要が
ある。

イベント事業（みんなで歌おう童謡コンサート）

１３０，０００円

（実施内容）童謡コンサート

（実施内容）　　和田山公園は阿東町時代に公園化され桜等の樹木が植えられている
が、その後嘉年小学校の卒業記念樹（桜）の植樹もされてきている。管理は平成和田山
会が行ってきたが高齢化から解散し管理ができない状態になったことから、地域づくり
協議会等で管理を引き継いだ。年２回公園全体の草等の刈り払いを行う。
　
（実施時期）　　８月３日・１１月２３日

（参加人数）　　２２人



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）　新たな試みとして、生雲小学校第２体育館に「お化け屋敷」を設営。子供たち
もこの日を楽しみにしていた。生雲地区に伝わる話に触れることにより、地域の風景や
自然に対する感じ方、見方に変化がみられた。

（評価）　企画立案までは短期間だったため、「お化け屋敷」の制作に大変苦労をした。

（今後に向けて）　来年度も「お化け屋敷」を設置予定。早くから企画立案・準備をする。
地域の皆さんの参加をお願いし、生雲地区の恒例行事として充実したものにしていきた
い。

（今後に向けて）子どもは地域の宝であり、子ども会にはこの事業をきっかけに来年度
以降も自主財源の基で地域の自然や風景を忘れないような子どもの思い出になる事業
を行ってほしい

肝だめし大会

１５，０００円

（実施内容）　保護者が作ったカレーを食べて、怖い話を聞いてからの肝だめし

（実施時期）　平成２６年７月１９日（土）

（参加人数）　８８人

49,233円

（実施内容）地域の子どもに地域の自然に触れてもらうことを目的として長門峡渓谷に
て鮎のつかみどり大会を実施

（実施時期）平成26年7月2１日

（参加人数）１５０人

（成果）当初は篠生地区の子どもを対象とした事業を予定していたが、同日に秋穂地区
と阿東地区全域の子どもを対象にして行われる「キャンプインあとう」が開催され、一緒
に行った。

（評価）初めて鮎のつかみどりを行った子どもも多く、悪戦苦闘していた。
おやつとして出した阿東産のトマトが大好評で、皆美味しそうに食べていた。
大人になり阿東を離れても阿東の自然で遊んだ思い出を忘れないでほしい。

（実施時期）平成２６年５月１８日

（参加人数）５０人

（成果）今後、高齢化が進み、休耕田も増えるであろう阿東地域に、新たな休耕田利用
方法を提案出来たのではないかと考える。
天候にも恵まれ満開のポピーの中、地域住民や来場者は楽しい一日を過ごした。

（評価）植えたポピーについては山口新聞にも取り上げられる程綺麗で、多くの来場者
を招いた。
実行委員会は地域の住民で作ったが、初めてのことなので試行錯誤を繰り返してのイ
ベントとなったが、地域住民の親睦を図ることができた。
（今後に向けて）今年度の反省を基に来年度も実施したいと考える。尚、広報活動にも
務め、多くの人に来てもらえるようにする。

鮎つかみどり大会

ふれあいポピー花まつり

20,000円

（実施内容）休耕田へポピーを植え、緑化を図る。
実行委員会を作り、満開時にイベント（祭り）を行い、地域活性化に繋がるようにする。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）　毎月１回保育園・小学校へ読み聞かせ、毎月１回生雲分館でおはなし会

（参加人数）　３００人程度（年間）

（成果）　保・小での読み聞かせ活動を楽しみにしている子供たちの声を聞くことが出
来、いろいろな本を読む事への探求心の獲得に貢献できた。

（成果）　どんど焼きについて６年生が調べて発表することにより、参加者がどんど焼き
について知ることが出来た。昨年同様連凧揚げをしたが、親凧を工夫するなどして生雲
の空に揚げることが出来た。長縄跳びは学年・年齢を超えて協力し合う子供たちを見る
ことが出来た。

（評価）年々正月飾りを持ってきてくださる方が増えている。生雲地区以外の方もおられた。

（今後に向けて）　子供たちの減少に伴い、活動自体も縮小を余儀なくされている。子
供たちの行事を継続していくために、今後はもっと地域の皆さんにご協力をお願いす
る。

読み聞かせ活動

１５，０００円

（実施内容）　生雲保育園・小学校・生雲分館等で、絵本の読み聞かせやペープサート等

（今後に向けて）　地域の活性化につながる様に活動する。

生雲どんど

１５，０００円

（実施内容）　どんど焼きと正月遊びの体験。連凧揚げ。長縄跳び

（実施時期）　平成２７年１月１０日（土）

（参加人数）　約７０人

４０，０００円

（実施内容）　山車の組み立て・解体作業を体験し、その技術を習得し伝承していく。祭
りの２日間、１９時～２２時まで、相上～栄町～本町～八幡宮を山車を引いて歩く。

（実施時期）　平成２６年１０月４日（土）、５日（日）

（参加人数）　会員約３０人、参加者約７０人

（成果）　地域の交流の機会として活用された。

（評価）　若者の集いの場となり、新たに参加する人が増えた。

（実施時期）　平成２６年１０月５日（日）

（参加人数）　約８０人

（成果）　多くの子供や保護者に参加していただき、盛大に練り歩いた。他の地域からの
参加もあり、生雲の行事を知ってもらう良い機会になった。地域の方にも子供たちの元
気な姿を見ていただけた。

（評価）　帰省者の思い出の体験にもなり、お祭りを盛り上げ、賑やかすことが出来た。

（今後に向けて）　今年は子供たちに人気のキャラクターのおみこしなども用意し、大変
好評だったので、今後も取り入れていきたい。

秋祭り花車巡行

秋祭りみこし

１５，０００円

（実施内容）　生雲八幡宮秋季大祭に合わせての「こどもみこし」



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）　　平成２６年１２月１８日～平成２７年１月３１日

（参加人数）　　延べ２，０００人

（成果）　　既存のイルミネーションと今年度購入したイルミネーションにより、嘉年の夜を
華々しく彩り、住民に活力を与えた。

（評価）　住民に活力を与えた。

（今後に向けて）　　過疎化が進む地域にあって、世代を超えたふれあいの場として本
事業は重要のものと考えている。事業を行うことにより地域の活性化に役立つものと思
う。今後もこうした事業を積極的に進めて行く。

（成果）子供みこしの参加者が増加し地域の皆さんから好評を得た

（評価）少子化が進む中、地域行事に子供たちが参加することでふるさと意識の熟成に
つながっている
（今後に向けて）地域活性化にさらに父親世代を巻き込み、次世代リーダーとして活躍
の機会を提供したい

イルミネーションイベント

16,695円

（実施内容）　　例年、周防大島町の情島小学校との交流で、マウンテンマウスを迎え、
「ふれあいコンサート」を開催していたが、今年度は受け入れ家庭の減少により中止し
た。代わりに、イルミネーションを購入した。

（今後に向けて）地福駅１５分の停車時間の活用をどう地域活性化へつなげるか継続し
て取り組みたい

秋祭りこどもみこしの活性化

１４０，０００円

（実施内容）秋祭り子供みこし用の法被を購入し、市集落が実施していた子供みこしを
地区全体の取り組みとして発展させる

（実施時期）平成２６年１０月　　　　　　　　　　

（参加人数）　２５名　　

５０，０００円

（実施内容）山口線開通に合わせおもてなしを実施するとともに、地福駅１５分の停車時
間を活用したおもてなしに実行委員会形式で各団体が連携・協力し取り組んだ

（実施時期）平成２６年８月　　　　　　　　　　

（参加人数）約１００名　　　

（成果）ＳＬ及び山口線を地域資源として再認識し活用することの意識啓発に効果があった

（評価）山口線開通時に沿線沿いの地域と連携した形でおもてなしを実施することで阿
東地域の一体感熟成につながった

（評価）　ペープサートやパネルシアターを利用して、本への興味や関心を持たせること
が出来たと思う。

（今後に向けて）　人形劇などの新たな手法でのおはなし会も考えていきたい。保護者
だけでなく、高齢者や地域の方にも本の素晴らしさを伝えることが出来たら良いなと思
う。

ＳＬおもてなしの取り組み



５　事業内容 【阿東全体分】

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

（今後に向けて）課題の抽出ができたので今後に生かしたい

地域振興活動推進（策定委員会）

６２，７２４円

（実施内容）まちづくり部会主催のセミナーを開催した

（実施時期）平成２６年７月２５日　９月２９日、１０月２９日

（参加人数）６８人　　　　　

（成果）まちづくりに関して意見交換ができた

（評価）いろんな意見が出た

（実施時期）平成２６年４月～平成２７年３月

（参加人数）３５００人

（成果）阿東全域に戸別配布した

（評価）隔月から毎月発行に変わった。

（今後に向けて）より見やすい紙面づくりにめざす

広報活動（語らいセミナー）

（成果）バレー優勝、玉入れ、ロープジャンピング10上位入賞

（評価）練習等で交流できた

（今後に向けて）次年度からも参加、練習を重ねたい

広報活動（あいらぶあとう　地域広報誌発行、パソコン購入）

８３１，６９８円

（実施内容）地域版広報誌の発行、パソコン購入

（今後に向けて）多く参加してもらえるよう広報を考えたい。

ふれあい推進活動（山口市市民体育大会参加）

９５，３４５円

（実施内容）市民大会参加のための送迎バス、練習用具の購入

（実施時期）平成２６年９月１４日

（参加人数）２１人

３８，９９８円

（実施内容）グラウンドゴルフの開催

（実施時期）平成２６年１１月１３日

（参加人数）７２人

（成果）寒かったが参加者には楽しんでもらえた。

（評価）寒い時期なので開催時期を早めた方が良いのではないか。

ふれあい推進活動（グラウンドゴルフ大会）



事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（成果）笑いヨガを体験して元気が出た

（評価）参加者みんな笑顔になった

（今後に向けて）参加者が昨年より少なかったので募集の方法を考えたい

健康づくり支援（健康ウォーク）

１７，２１６円

（実施内容）地福地域交流センターから足王神社まで往復

（今後に向けて）草刈りをするなどして景観を維持したい

健康づくり支援（あとう健康づくり講演会）

３１，１６０円

（実施内容）笑いヨガの講演会を開催した

（実施時期）平成２７年３月５日

（参加人数）５５人

４８，１６８円

（実施内容）案内用看板の設置、遊歩道の草刈り作業

（実施時期）２６年９月～２７年３月

（参加人数）３２人

（成果）龍門の瀧周辺の草刈りをして環境整備ができた

（評価）案内看板を設置してＰＲできた

（実施時期）26年８月～２７年３月

（参加人数）５０人

（成果）ルート整備ができた

（評価）老朽化した看板の修復、新設ができた

（今後に向けて）生雲地区の登山道の整備をしたい

地域振興活動推進（龍門の瀧看板）

（成果）阿東地域の課題などいろんな年代の人と話し合いができた

（評価）阿東の活性化についていろんな意見が出た

（今後に向けて）５年先１０年先の阿東の地域活性に向けてまちづくりに取り組む

地域振興活動推進（十種ヶ峰観光看板設置）

１７４，９６０円

（実施内容）十種ヶ峰登山ルートの看板の修復・新設

５１，４７８円

（実施内容）阿東内から委員を募集し４回会議をした

（実施時期）平成２６年１２月～２７年３月

（参加人数）　　　２２人　　　　　　　　　　



事業概要

（４）安心・安全
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事業名
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３４，９９２円

（実施内容）ハンドマイク２個購入

（実施時期）平成２７年３月

（参加人数）　

（実施時期）平成２６年６月～２７年２月

（参加人数）　５４人

（成果）　計７回会議を行った

（評価）　阿東の自主防災会の組織の編成・役割などの会議をした

（今後に向けて）自主防災計画を策定し実施する

防災組織立ち上げ（防災用具購入）

（成果）非常持ち出しセットを８３個販売した

（評価）昨年の災害を教訓に購入する人が多かった

（今後に向けて）防災グッズを充実させたい

防災組織立ち上げ（自主防災編成委員会）

３１，６００円

（実施内容）自主防災を立ち上げるための会議を行った

（今後に向けて）防災について考えなければいけないと思う

防災組織の立ち上げ（防災用品斡旋事業）

２１，０６０円

（実施内容）非常持ち出しセットの斡旋販売

（実施時期）平成２６年６月～９月

（参加人数）83人

７１，８１９円

（実施内容）陸前高田市のドキュメンタリー映画の上映と監督の講演

（実施時期）平成２６年１２月６日

（参加人数）５０人

（成果）災害がどこでも起きうることを再確認した

（評価）耳の聞こえない人のための字幕も用意し、多くのボランティアの参加があった

（実施時期）平成２７年３月２８日

（参加人数）約44人

（成果）おにぎりを食べたり皆さんで楽しく歩いた

（評価）晴天に恵まれいい運動になった

（今後に向けて）今後も名所を回るウォーキングを続けたい

防災組織の立ち上げ（映画上映「あの街に桜が咲けば」）
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（５）環境づくり
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事業概要
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事業名
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（成果）清掃活動に多くの人の参加があった

（評価）２地区のみの参加だった

（今後に向けて）除草作業を行う

環境啓発事業（クリーン作戦）　

４８，６０２円

（実施内容）５地区で清掃活動

（実施時期）平成２６年８月～１０月

（参加人数）約４００人

１４，５６０円

（実施内容）国道３１５号沿いの花壇の整備

（実施時期）平成２６年６月３０日　１１月２１日

（参加人数）　１４４人

（成果）花壇の除草、花の苗の植え替え　歩道の清掃、ゴミ拾いができた

（評価）花壇の維持管理、歩道の清掃作業により参加者の交流が図られた

（実施時期）年間

（参加人数）　４駅

（成果）各駅舎の清掃ができ地域のイメージの向上になった

（評価）利用者に喜んでもらえた

（今後に向けて）清掃を続けきれいなトイレを維持したい

環境実践事業（国道３１５号花壇整備）

（成果）マグネットシートを車に張って防犯活動をしてもらう

（評価）安心安全の意識が高まった

（今後に向けて）見守り隊の車を増やしたい

環境啓発事業（ＪＲ山口線駅トイレ管理費の補助）

６８，０００円

（実施内容）各駅舎のトイレ清掃、管理の補助

（今後に向けて）備品の管理をしたい

交通安全（交通安全ステッカー）

６０，０００円

（実施内容）安心安全見守り隊マグネットシート作成

（実施時期）平成２７年３月

（参加人数）３０人

（成果）災害時　必要な用具が準備できた

（評価）少しずつ防災備品を揃えていきたい



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出
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事業概要
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事業名
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（実施時期）平成２６年８月

（参加人数）１５人

（成果）子ども用の法被を揃えてイベントで活動しやすくなった

（評価）ジュニアの人材育成、地域の元気創造ができた

（今後に向けて）さらなる活動の充実と地域活性化に取り組みたい

（成果）地元特産品を賞品にして喜ばれた　泥を洗い流すのにドラム缶でお湯を沸かした

（評価）賞品もドラム缶の老いも参加者から喜ばれた

（今後に向けて）お田植えまつりを通して阿東のＰＲをしたい

伝統行事の継承（阿東夢語太鼓支援）

９０，１８０円

（実施内容）子ども用衣装購入の補助

（今後に向けて）まとめたものを編集して冊子にしたい

伝統行事の継承（お田植えまつり）

５７，１８８円

（実施内容）はやしだ、田植え体験、宝探し、女しり相撲、どろんこフラッグ

（実施時期）平成２６年５月１８日

（参加人数）１００人

１４１，０２９円

（実施内容）阿東地区内の祠、祭神の調査

（実施時期）年間

（参加人数）５人

（成果）祠、祭の紹介の写真、聞き取り調査ができた

（評価）地区のお年寄りに話が聞けて後世に残したい

（実施時期）平成２６年８月～平成２７年３月

（参加人数）７か所

（成果）法定外公共物の整備を７か所行いました

（評価）同上

（今後に向けて）地域内の要望に随時対応していく

伝統行事の継承（地域文化の調査）

（今後に向けて）全地区参加するように呼びかけたい

土木工事（法定外公共物）

２，８５８，０００円

（実施内容）法定外公共物の整備
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（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（実施時期）平成２６年11/5～11/10

（参加人数）子ども２１人、ボランティアスタッフ３６人

（成果）施設の特徴を生かした体験活動及び地域の特色ある活動を取り入れ目的を達成

（評価）大学生や地域の方々の多くのボランティアがあった

（今後に向けて）共生及び創造の精神を育むための諸活動へ積極的に参加する

（成果）来場者が多く７割の方が阿東外から来られた

（評価）阿東地域の農産物、特産品の販売をして阿東ブランドを告知できた

（今後に向けて）阿東外に向けて農産品、特産品のＰＲをしたい

子育て支援（アドベンチャースクール支援）

９９，０６９円

（実施内容）小学生４～６年生が生活を共にしながら学校へ通学した

（今後に向けて）民俗芸能の発表する場を設けたい

イベント事業（梨まつり）

５０，０００円

（実施内容）阿東の農産品、特産品、小売業者と共同でまつりを開催

（実施時期）平成２６年８月２３日

（参加人数）約２０００人

８２，４６０円

（実施内容）地域に受け継がれている民俗芸能の発表

（実施時期）平成２６年７月１９日

（参加人数）１２０人

（成果）５団体の民族芸能の発表が盛大にできた

（評価）民俗芸能を一堂に会して披露し観客に喜ばれた

イベント事業（センターまつり）


